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いかと思われる。 全体的に，当初目指した目標が年々着実に達成されつつあることがうか
がえる。さらに息長く続けていってもらいたいものである。
3.「県全体のものづくりの有機的な人的ネットワークを拡充」「科学・技術や産業を支える候補
人材の養成を行う」いう目標を達成し，全般的に成果をあげている。指導者養成講座では基
礎・指導法講座から各講座を学ぶというシステムは良く考えられている。しかし，講座に
よっては専門的な知識が必要とされる分野もあり，参加者のレディネスがかなり重要になっ
てくる。その点がどうであったか不安を感じた。イベントの参加者が多く，その後の評価も
高いことから広く県民へのものづくりへの興味，関心を高めるとともに，教育的な意義も大
変高い事業であったと評価できる。
4. 興味があり参加した子どもや親子にとってはとても良かったと思う。あと，これを広げ，
もっともっとものづくりの楽しさを知り，親子で一緒に何かを作ったり自分で工夫してみた
りする活動へつながったらと思う。
5. JSTの3ヶ年度にわたる支援終了から丸2年が経ち，約5年間にわたり，実施体制が整備され，
諸活動が着実に実施され，養成講座の受講者（修了者）やイベント参加者からも好評を博し
ている点で，県内にネットワークが定着していると見受けられる。イベントや講座の開催場
所をみると，各地の公民館をはじめ，身近な場所で行われており，地域の施設面でのポテン
シャルを引き出せていると思料する。カフェの開催や派遣により，指導者養成講座の修了生
が講師として活動を行う場を形成していることは大事かつ評価できることであるが，今後増
えていく修了生がどのような場で講師として活動を行っているかをトレースしていけると，
ネットワークの拡充度合いを測れてアピールする上でより有益と思料する。
2.今後の展開
ものづくり道場の事業成果・評価としては，これまで順調に事業が進んできており，平成24年度
では全体の事業がほぼ完成形に近い形まで発展できたと考えている。今後の展開としては既に188
人もの修了生を輩出したことから，新規の指導者養成から既存の指導者（講座修了生）の高度化に
繋がる事業を図ることを計画している。具体的には高度化策として修了生向け講座の実施，指導者
グレード認定制度の創設を検討しており，高い指導能力・専門知識を有した指導者（リーダー）の
養成を行う。
一方で，指導者の受け皿である「ものづくりカフェ」の充実を図るため，自立した運営体制の強
化や他のものづくり系団体との連携強化を検討する。これにより指導者が，地域でさらにものづく
り活動を行いやすい環境を後押しする。
また最後に従来のイベント型のものづくり活動に加え，より活動を日常化・深化させた「ものづ
くりクラブ」の県内全域での拡充を図る。既に鳥取市内では大学の街中拠点を活用して，少人数で
はあるが定期的にものづくりクラブを開催しており，平成25年度からは近隣の遷喬小学校の正式な
クラブ活動として発展した。この様な活動を中部，西部地区にも拡大するとともに，東部の鳥取市
ではさらに大人数のものづくりクラブへの拡充するため人員・施設を検討している。
現在，上記のような事業展開を平成26年度以降に実施検討するため，現在，鳥取県等の自治体と
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新たな施策に向けた協議を行っており，我々も実現に向けた最大限の努力を行っている最中であ
る。
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